
〔短報〕 108：415（気圧日変化；大気潮汐）

中部山岳地域の諸地点における気圧日変化

岩井邦中＊・宮下恵美子＊＊

要　旨

　松本を中心とした中部山岳地域の飯田，諏訪，高山，長野における各月の気圧日変化の1日周期，半日周期，1／

3日周期の振幅と位相を明らかにするために1992年から1999年の8年間のデータを基に，調和解析を行った．

　各地の1日周期の振幅（S1）と半日周期の振幅（S2）を比べると，12月，1月の冬季では両者はほぽ同じであっ

たが，その他の月ではS、がS2より大きく，S1は4・5月に最も大きかった．各月のS、と各月の平均的な気温の日較

差（用語については後述）との間によい相関があった．

　ほぼ同経度にある太平洋側の御前崎と日本海側の高田ではS1が特に大きいとは言えなかった．

　一方，S2はどの地点でも冬季に大きく，6月に極小となる年変化が見られた．1／3日周期の振幅（S、）は地点によ

らず非常によく似た年変化を示していた．

　1．はじめに

　気圧が日変化することは古くから知られている

（Haurwitz，1964；永田・等松，1973；澤田，1979；島

田，1994）．特に，熱帯地方では自記気圧計に記録され

た気圧からも容易に半日周期で変化していることを読

み取ることができる（Gedzelman，1980；加藤，1988）．

最近，日本では唯一熱帯に属する沖ノ鳥島における気

象観測から大気潮汐による気圧変動が確認されている

（中埜ほか，2002）．一方，中緯度地方では，気圧の日

変化は移動性の高・低気圧や局地的な擾乱の中に埋も

れて見えにくい（クランシー，1972）．しかし，気圧日

変化の時間的・空間的変動を詳細に把握することは，

移動性の擾乱に関連した気圧変化を分離するためや海

陸風・山谷風など局地的な気象の理解を深めるために

有用である（Mass6厩1．，1991）．

　熱帯地方ではS、よりS，が大きいことはよく知られ

ており，昔から大きな問題であった．50kmの高さを
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波が作り出されるが，1日周期の波の垂直方向の波長

は短く，地上に達するときは波の干渉のため打ち消し

あい，振幅が小さくなるのに対し，半日周期の波長は

長く，各波の位相に差ができないで振幅が小さくなら

ないという理由によりこの問題は決着している（例え

ば，松野・島崎，1981；加藤，1988）．

　一方，1日周期成分が，場所と季節とともに変化す

る地表面近くの加熱の影響を大きく受けて，大陸の内

陸部や夏季に半日周期よりも大きいことが報告されて

いる（Mass6！α1．，1991；Kong，1995；DaiandWang，

1999）．Mass6！α1．（1991）は米国における気圧日変

化の調和解析を行い，Kong（1995）はオーストラリア

における61地点の3時間間隔の地上気圧データを分析

している．また，Dai　and　Wang（1999）は，全球に

おける地上気圧データの調和解析から，低緯度の海洋

地域でS2がS、の約2倍であり，それ以外の大部分の

地域でS1とS2が同程度の大きさであり，米国西部や

チベット高原，東アフリカなどの多くの陸上域でS、が

S2よりも大きいことを見出している．さらに，Rayand

Ponte（2003）は，ECMWF（European　Centre　for

Medium－rangeWeatherForecasts〉の6時間間隔の

データ同化値を使い，適当な内挿法と調和解析により，
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月平均のS1とS2の全球的な分布を出している．以上

のように，これまで広く知られてきたS、よりS2が大

きい熱帯地方に加えて，中・高緯度地方においても1

日周期成分と半日周期成分の空間的・季節的変動の実

態が明らかになりつつある．

　中部山岳地域では日中しばしば松本を中心にして熱

的低気圧が発生したり，明け方逆に高山を中心にして

高気圧に覆われることがある（例えば，野元（1975））．

すなわち気圧の1日周期成分が大きいことが予想され

る．しかし，これらの地域で気圧日変化の調和解析的

な研究はなされていない．本論文の目的は中部山岳地

域のいくつかの地点における気圧日変化の実態を明ら

かにすることである．

　2．データと解析方法

　気圧のデータは気象庁監修のCD－ROM，地上気象

観測原簿過去データ（1992年～1994年），気象庁年報

（1995～1999年）（気象業務支援センター発行）によっ

た．上記のCD－ROMを用い，各地における各月1か月

分の時別データをエクセルにコピーする．ここでは海

面更正気圧ではなく，現地気圧を用いた．海面更正気

圧ではなく，現地気圧を用いたのは次の理由による．

Mass6！α1．（1991）によると，海面更正をする際に，

現地気温と関係している気柱の平均気温を使うが，こ

れは日変化し，結果として特に標高の高い地点の海面

更正気圧は，まやかしの日変化が現れるからである．

　毎日の各正時の気圧を1か月分並べ，各正時の月平

均をとった．各正時の平均気圧とその日平均気圧の偏

差をとり，それを各月の気圧日変化とした．さらに各

月の上記の8年分の平均をとった．なお，観測点によっ

ては一部欠測データがあるが，欠測データは平均値を

とるとき除外している．

　この平均値を調和解析し，α．sin（窺＋轟）の正弦関

数の形で表した．o．は1／π日周期の気圧の振幅，！は

時間，δ万は1／n日周期の初期位相である．

　フーリエ係数の求め方はいろいろあるが，ここでは

萩原・糸田（2001）による台形公式を使って求めた．

　気温についても気圧と同様の方法で，各月の平均的

な気温日変化を求め，さらに8年分の平均を求めた．

平均的な気温の日較差とはこの月平均的な日変化の最

高気温と最低気温の差であり，毎日の最高気温と最低

気温の差の月平均値ではないことを注意しておく（一

般に後者の方が前者より大きい）．

　3．結果と議論

　3．1飯田，諏訪，松本，高山，長野における気圧の

　　日変化
　第1図に中部地域の概略地図を示す．影を付けた所

は海抜1000メートルより高い地域である．各観測点の

緯度，経度，高さ（気圧計の高さ）は次の通りである．

飯田（35。30．6〆N，137。50．31E，484m），諏訪（36002．61N，

138。06．7．31E，762m），松本（36。14．61N，137058．41E，

611m），高山（36。09．21N，137。15．4E，561m），長野

（36039．6〆N，138。11．7E，419m）．なお，これらの山岳

地域と比較するために，ほぼ同じ経度にある太平洋側

の御前崎（34036．11N，138012．9’E，47m）と日本海側

の高田（37。06．2〆N，138。15’E，18m）の結果も示す．

　第2図に松本における1月と7月の8年間を平均し

た気圧日変化の調和解析例を示す．フーリエ係数のは

じめの第5項まで示している．1／4日，1／5日の振幅は

かなり小さい．横軸は日本標準時（東経135度における

平均太陽時）である．本来は地方時を用いるのがよい

が，松本での1月と7月の平均的な太陽の南中時刻（地
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第1図　中部山岳地域の概略図．
　　　1000メートル以上の地域．
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第2図　松本における1月と7月の月平均的な気圧日変化を調和解析して各成分に分解した図．

方時の正午）はそれぞれ11時57分と11時54分で，平均

太陽時と地方時の差は数分以内である．

　気圧の極大が現れる時刻は1月で09時と22時，7月

では07時と22時である．1月，7月とも22時に極大が

現れるのは，この時刻前後でS、が0に近くなり，S2の

寄与が卓越するからである．極小の現れる時刻は1月

が04時と14時，7月では03時と16時である．1月では

S1とS2はほとんど同じであるが7月ではS1の方がS2

より大きい．S、の極大時刻は3時20分から3時50分頃

である．

　1／3日周期の振幅（S3）は，1月に大きく7月は小さ

い
． S3の位相は1月と7月で逆転している．Massα

α1．（1991）は全米でS3は冬季を除いて無視できるくら

い小さいことを述べている．

　松本におけるS2の月毎の振幅と初期位相（極大時

刻）を，第3図に示す．これはハーモニックダイアル

と呼ばれている（Lindzen　and　Chapman，1969）．時

刻（位相）は日本標準時から月平均的な均時差補正と

経度補正をした地方時である．極大時刻は8時45分か

ら9時25分である．S2の極大時刻が通常言われている

9時半から10時の間より少し早いことは興味深く，今

後さらに詳しく調査したい．これは松本以外の地点で

も同じ傾向があった．

　3．2S1，S2，S3の年変化

　各地における8年平均の月毎のデータを調和解析し

宅求めたS1，S2，S3をそれぞれ第4図a，b，cに示す．

陸地の影響がなく，気圧半日周期が明瞭に現れる熱帯

に近い南鳥島（24。18〆N，153。581E）のS1，S2，S3も参

考のために示す．

　中部山岳地域の諸地点でのS、の年変化の傾向はよ

く似ており，4月に最大になっている．飯田では1．4

hPaに近い．12月，1月ではS、とS2はほぽ同じである

が他の月ではS1の方がS2より大きい．太平洋側の御

前崎と日本海側の高田及び南鳥島でのS、は明らかに，

中部山岳地域の地点とは違った変化をしている．

　S，は御前崎，高田，南鳥島も入れて年間の傾向はよ

く似ている．すなわち2月から3月にかけて大きく，
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第3図　松本での気圧半日周期のハーモニックダ

　　　イアル（振幅と位相（極大の現れる地方
　　　時）の年変化）．
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る必要があるかもしれない．しかし，各地点でかなり

の規則性が見いだされていることから8年間の平均で

も気圧日変化がよく表現されていると考えられる．今

後もっと多くの地点での事例を増やすことにより，日

本各地の気圧日変化についての詳しい知見が得られる

ものと期待できる．
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